








(e.g., Hansen, 1999; Levin and Cross, 2004;






























は, 事前に目的, ビジョン, 世界観, 視点など
を共有する必要性が指摘されている (e.g.,





























みられる｡ たとえば白石 (2003) はナレッジ・
マネジメントのプロセスを説明する中で, 知識
共有のための知識をメタナレッジと呼んでいる｡
Badaracco (1991) は, 取引関係における知識
の役割について検討し, その中で取引関係にお
ける規範, 態度, 意思決定の方法などの中に存
在する ｢密着型知識 (embedded knowledge)｣
の概念を提案し, チーム内, 企業内, 企業間で
の協働において密着型知識の共有が重要である







な, 仕事の手続き, 人間関係, チームメンバー
などに関する知識である ｢メンタル・モデル｣
の概念がある｡ Cannon-Bowers et al. (1993)
は, チームでの意思決定の質の向上にはメンタ
ル・モデルが重要であると考え, 先行研究をレ




釈, 将来のシステムの予想｣ (Rouse and Mor-
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中心であることから, 本稿ではこのような知識







































た研究もみられる (松原・脇坂, 2005a, 2005
b, 2006; 佐藤・武石, 2008; 白石, 2010)｡







































































がある｡ 白石 (2010) は, ワーク・ライフ・バ
ランスなどの施策を通して多様な経験を積んだ
人材が社内にいることが, 知識の触発をもたら



































ンケートは, 2011 年 2 月にネットリサーチ業
者に依頼して 2段階で実施した｡ 1 回目の調査
で, 業者のモニターから従業員数 10 名以上の
株式会社で知識労働に関わっている正社員を抽
出し, それらのモニターに対し 2回目の調査を
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ワーク (日々, 決まって行なう業務) が少ない｣
の 4 つの選択肢から, 3 つ以上選んだ回答者を

























ねている｡ 各質問の選択肢は, ｢役立つ｣ (5 点)










益性 (｢役に立つ｣ を 5点, ｢役に立たない｣ を








業 種 人数 % 職 種 人数 %
製造業 (企業向け) 319 31.9 営業・販売 166 16.6
製造業 (消費者向け) 157 15.7 研究・開発・技術 438 43.8
卸売業 (企業向け) 20 2.0 総務・人事 35 3.5
卸売業 (消費者向け) 7 0.7 財務・経理 17 1.7
卸売業 (総合商社・各種商品) 23 2.3 企画・マーケティング 48 4.8
小売業 26 2.6 広告・デザイン 11 1.1
ソフトウェア・情報処理業 151 15.1 事務職 46 4.6
サービス業 (企業向け) 73 7.3 管理職 159 15.9
サービス業 (消費者向け) 85 8.5 会社経営・役員 37 3.7
その他 139 13.9 その他 43 4.3
従業員数 年 齢
10～49 人 110 11.0 20 代 46 4.6
50～99 人 71 7.1 30 代 272 27.2
100～299 人 128 12.8 40 代 503 50.3
300～999 人 182 18.2 50 代 179 17.9
1,000～4,999 人 224 22.4 性 別
5,000～9,999 人 107 10.7 男 性 938 93.8
1 万人以上 178 17.8 女 性 62 6.2

















































業務判断 ヒント 規範・ルール 理念・価値観 貢献の想い
仕事社内 4.60 4.45 4.29 4.05 3.86
仕事社外 4.36 4.37 3.32 3.58 3.89
友人知人 3.26 3.29 2.69 3.01 3.59
家 族 3.06 2.98 2.48 2.78 3.42
F 値 870.981 ** 816.998 ** 852.589 ** 507.268 ** 87.830 **
表 3 知識獲得場面ごとの人間関係の有益性の分散分析の結果
※値は各知識獲得場面の平均値
※多重比較 (Bonferroni の方法) の結果, ｢貢献の想い｣ の ｢仕事社内｣ と ｢仕事社外｣ との組み合わせは有

















































業務判断 ヒント 規範・ルール 理念・価値観 貢献の想い
仕事社内 0.215 ** 0.272 ** 0.210 ** 0.226 ** 0.224 **
仕事社外 0.021 0.014 0.079 * 0.041 0.076
友人知人 -0.033 -0.079 0.013 0.000 0.093
家 族 0.114 ** 0.117 * 0.048 0.042 -0.027
調整済みR2 0.059 0.081 0.065 0.066 0.097





業務判断 ヒント 規範・ルール 理念・価値観 貢献の想い
仕事社内 1.189 1.224 1.063 1.350 2.300
仕事社外 1.274 1.309 1.505 1.787 2.615
友人知人 2.019 2.425 3.429 3.042 3.160





























































































1 ) メイン知識の獲得には, 仕事関連の社内と
社外の人間関係が活用される
2 ) 職務メンタル・モデルの獲得には, 仕事関
連の社内の人間関係が活用される
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